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Visionを実現するための「働き方改革」 

マクロミルは、2015年のDiversity推進委員会発足を機に、社員一人ひとりが最大限に能力を発揮できる  
よう「多様な働き方」への挑戦を加速してきました。2018年には「労働時間の削減」にフォーカスした全社     
プロジェクトも発足し、これまでの部門単位での取り組みから、大規模投資を含めた経営施策としての働き方 
改革へと発展しています。 

Our Vision 

Creating the first truly global digital research company 
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「働く場所」の試行錯誤① ～在宅勤務テスト実施～ 

「多様な働き方」への挑戦はまず、「働く場所」の選択肢を増やすため、自宅での勤務を想定した「在宅勤務」の
導入を目指しました。制度化に先立ち、課題を抽出するために半年間のテストを実施し、働く場所の種類、 
対象者条件、適用可否判断基準等を整備してゆきました。その結果、自宅以外の場所で働くことも認めること
とし、名称は「リモートワーク制度」として正式に導入することになりました。 

2016年4月 「リモートワーク制度」を導入 
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「働く場所」の試行錯誤② ～リモートワーク制度導入～ 

テスト実施を経て整備した上で導入したリモートワーク制度でしたが、導入後、徐々に利用者が増えてゆく中で
いくつかの課題が出てきました。一つは、勤怠管理の方法です。管理監督者や社員からの問い合わせが続いた
ことを受け、「リモートワーク時の勤怠管理の考え方」を整理し新たに公開しました。 
 
もう一つは、リモートワークの際に社外へ持ち出しても良い情報の種類について、個々の認識にバラツキがあった
ことです。この制度は、情報セキュリティに対する正しい理解のもと正しく運用されなければ成り立たないため、
全社通達の発布とあわせてポスター掲示による継続的な啓蒙活動を行いました。 
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「働く場所」の試行錯誤③ ～リモートワーク制度改正～ 

リモートワーク制度の正式導入から2年が経ち、その間、様々な試行錯誤を繰り返しながら、リモートワークを 
有効且つ適正に活用するノウハウが蓄積されてきました。まだまだ課題がなくなった訳ではありませんが、より多く
の社員が、より安全に、より効果的に活用できるようになることを目指し、2018年4月、リモートワーク制度を 
改正しました。この改正では、これまでよりも対象者を拡大しつつ、情報セキュリティを強化する為、運用管理は
厳格化しています。 

働く場所に柔軟性があり、多様な働き方が可能となることにより、 
 一人ひとりの社員がその能力を継続して十分に発揮できる状態を目指す 


